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株式会社電通

電通グループ横断組織 未来事業創研

未来創造アプローチと独自ツール



吉田健太郎

株式会社電通 ソリューションクリエーションセンター

未来インサイト部 チーフ・ディレクター／未来事業創研ファウンダー

1997年通信事業者に入社し、モバイルデータ通信を活用した法人向けモバイルソリューション開発、BtoCモバイルビジネスコン

サルティングに従事。2009年に株式会社電通入社。モバイル事業、スマホアプリ領域を中心とした市場分析、戦略プランニング、

コンサルティングなどに従事。電通モバイルプロジェクトリーダーとして、CES/MWCに2011年から毎年参加し、TECHトレンド

を把握、2018年から3年間IoTNEWSと共に活動。近著に「スマホマーケティング」（日本経済新聞出版社）がある。

2021年電通グループ横断組織「未来事業創研」設立。未来のくらしの可視化からのバックキャストでの事業開発を得意とする。

専門領域は通信・コンシューマーテクノロジーの進化予測とそれに伴う生活変化。経営管理学修士（MBA）。

https://dentsumirai.com/ https://www.dentsu-fsl.jp/



1991年電通入社。新聞担当を経て、通信事業社・外食レストランチェーンのAE担当として、広告キャンペーン立案に関わる。そ

の後メディアプランナーとして活動の後、「電通メディアイノベーションラボ」に所属。テレビからソーシャルメディアまで、最

新メディア利用インサイトの掘り起こしと情報発信に携わる。

2019年から「未来予測支援ラボ」に所属。2021年7月、「未来予測支援ラボ」で開発した知見を発展させ「未来事業創研」を設立。

2030年代に向けた企業の新規事業・新商品開発を支援を行う。

2021年11月消費者研究プロジェクト「DENTSU DESIRE DESIGN」立上げ。欲望インサイトによる消費活性化ソリューション開

発に取り組む。

著書に『情報メディア白書2018』『情報メディア白書2019』（ダイヤモンド社、共に共著）。

株式会社 電通
ソリューションクリエーションセンター
未来インサイト部 研究主幹

小椋 尚太

https://www.dentsu.co.jp/news/release/2021/1110-010466.html
ウェブ電通報関連記事：https://dentsu-ho.com/booklets/529
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https://www.dentsu-fsl.jp/

https://www.dentsu.co.jp/news/release/2021/1110-010466.html


澁川修一

株式会社電通 ソリューションクリエーションセンター

未来インサイト部 シニア・ソリューション・ディレクター／研究主幹

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター、通商産業省通商産業研究所（現 独立行政法人経済産業研究所）を経て

2006年に電通入社。スタートアップ企業への投資評価、デジタルおよびマスメディアの複合領域におけるビジネス開発担当を経て、

2014年からマーケティングソリューション局。2018年よりソリューションクリエーションセンター。国家レベルから企業レベル

まで、様々な情報を組み合わせ、未来の社会やビジネスの姿をストーリーを持って導出することを得意領域とする。電通未来予測

支援ラボ、電通ジャパンネットワーク未来事業創研メンバー。

専門は情報通信政策、情報社会論、国際関係論。

著書「文化の社会学」（2007年） 有斐閣、佐藤健二/吉見俊哉編

https://dentsumirai.com/ https://www.dentsu-fsl.jp/
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人の未来、くらしの未来、人々が暮らす社会の未来

人が関わる未来を描く電通グループ横断組織

わくわくしていた未来は、課題だらけの現代に

次世代に、再び「未来が楽しみになる」世の中を



Issue DrivenからVision Drivenへ
＋

－

0
Issue Driven

課題解決型
マイナスを減らすアプローチ

Vision Driven
価値創造型

プラスを生み出すアプローチ

参考文献：『直感と論理をつなぐ思考法 VISION DRIVEN』佐宗 邦威著（ダイヤモンド社）



Issue DrivenからVision Drivenへ
＋

－

0
Issue Driven

課題解決型
マイナスを減らすアプローチ

Vision Driven
価値創造型

プラスを生み出すアプローチ

①Visionを描き

②解決すべき課題を捉え

③手法を考える
（技術活用方法など）

参考文献：『直感と論理をつなぐ思考法 VISION DRIVEN』佐宗 邦威著（ダイヤモンド社）
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現在

あるべき
未来

あるべき
未来への
一歩

進化

意味

Forecasting

あるべき未来踏まえ
できることは何か

技術進化や自社リソース等から
実現できることを実行

20X0～2022 202X

2nd What

3rd How

Backcasting
Purpose

否定できない未来を
意味含めて描く

1st Why自社にとって
世の中にとって
人々にとって
意味のある進化を

あるべき未来は
各企業の意思を踏まえた
「つくりたい未来」

未来事業創研のバックキャストアプローチ
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未来事業創研のアプローチ



あるべきくらしを考えるための未来事業創研のアプローチ

2030年代の生活者の欲求2030年代の社会実態と課題

未来の
社会実態

未来の
生活者

インサイト

SDGs視点
＋

未来の事実

未来の欲求
＋

未来の価値観

持続可能な
あるべき
くらし

What/How
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未来を考えるために必要なこと

変わることは何か？ 変わらないことは何か？×
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人口・世帯・地域
環境変化・格差拡大
TECHの普及と浸透
手段 意識や価値観

人が持つ本質欲求×

変わること 変わらないこと

未来を考えるために必要なこと
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人口・世帯・地域
環境変化・格差拡大
TECHの普及と浸透

手段 意識や価値観

人が持つ本質欲求×

変わること 変わらないこと

未来を考えるために必要なこと

情報があるもの

想像力が必要なもの



あるべきくらしを考えるための未来事業創研のアプローチ

2030年代の生活者の欲求2030年代の社会実態と課題

未来の
社会実態

未来の
生活者

インサイト

SDGs視点
＋

未来の事実

未来の欲求
＋

未来の価値観

持続可能な
あるべき
くらし

What/How
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想像力が必要なもの

手段 意識や価値観
人口・世帯・地域
環境変化・格差拡大
TECHの普及と浸透

人が持つ本質欲求

それぞれツールがあるので簡単にご紹介



あるべきくらしを考えるための未来事業創研のアプローチ

2030年代の生活者の欲求2030年代の社会実態と課題

未来の
社会実態

未来の
生活者

インサイト

SDGs視点
＋

未来の事実

未来の欲求
＋

未来の価値観

持続可能な
あるべき
くらし

What/How
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想像力が必要なもの

手段 意識や価値観
人口・世帯・地域
環境変化・格差拡大
TECHの普及と浸透

人が持つ本質欲求

それぞれツールがあるので簡単にご紹介
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2030年代の社会実態と課題

未来の
社会実態

SDGs視点
＋

未来の事実

人口・世帯・地域
環境変化・格差拡大
TECHの普及と浸透

未来事業創研の
未来社会予測ツール
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2030年の社会トレンドや生活者の心理・行動予測を

72テーマに分けて網羅的に予測

各テーマに統計・調査データ/予測を象徴する記事等をクリップ
未来の事業・サービスアイデアにつながる「ヒント・視点」も執筆

⚫未来社会に関する各界有識者、事業構想の実務家20人規模でのべ1000時間を超えるリサー
チ・編集時間をかけて制作した未来予測ツールです。

⚫「人口・世帯」「社会・経済」「科学・技術」「まち・自然」の4つのカテゴリーにトレ
ンドテーマを網羅的に分類し、それぞれのトレンドの概要とデータ、関連トピック、それ
らが未来にもたらす変化や重要になる視点をまとめています。

未来事業創研活用ツール未来事業創研独自ツール未来のくらし構想未来事業創研独自ツール

電通未来曼荼羅
2023版を2023年5月にリリース
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未来事業創研の
未来生活者インサイト

2030年代の生活者の欲求

未来の
生活者

インサイト

未来の欲求
＋

未来の価値観

人が持つ本質欲求



ワークセッションの刺激ツールとして活用する「欲求カード」

人々の欲求を59の項目と20因子に分類した電通独自の消費者分析指標。

2009年から定点観測しているため、その推移から未来の欲求の推察が可能。

未来の生活者欲求を知る

Future Desire Index

59の欲求の全て2030年、2040年の性年代別のスコアを可視化。今回は10の欲求をピックアップ。

未来事業創研独自ツール
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未来事業創研独自ツール未来のくらし構想未来事業創研独自ツール



未来の生活者欲求を知る

Future Desire Index 人々の欲求を59の項目と20因子に分類した電通独自の消費者分析指標。

2009年から定点観測しているため、その推移から未来の欲求の推察が可能。

59の欲求の全て2030年、35年、40年の性年代別のスコアを可視化。以下は2035年の全世代平均スコア。
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未来事業創研独自ツール未来事業創研独自ツール未来のくらし構想未来事業創研独自ツール

※2014年から2020年までのデータを使いコーホート分析実施。 2035年時点の欲求項目降順で
ランキング。右側表記は2020年の順位からの変動。網掛け項目はセッション時にご説明したもの。



未来の生活者の１日を知る

Future Time Use 定期的に聴取しているビデオリサーチ社のMCR/exを活用し、未来における

生活時間を分析。未来の生活者の1日を複数の項目の消費時間視点で可視化。
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未来事業創研独自ツール未来のくらし構想未来事業創研独自ツール



あるべきくらしを考えるための未来事業創研のアプローチ

2030年代の生活者の欲求2030年代の社会実態と課題

未来の
社会実態

未来の
生活者

インサイト

SDGs視点
＋

未来の事実

未来の欲求
＋

未来の価値観

持続可能な
あるべき
くらし

事業アイデア
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手段・意識や価値観含め
未来の実態を可視化



未来の“ファクト”に人々の“欲求”を掛け合わせ、
未来の生活シーン＝「未来ライフピース」を描き出す

未来ライフピースとは、未来の人々の“くらし” の“行動や価値観”を切り取り、キーワードとして

整理したもの。未来ライフ発想を通じて、生活者目線で未来の生活変化を考えることが可能に

どんな未来の状態が
生まれているか

どんなWell-Beingな
社会になっているか

人々の価値観や行動が
どのように変わるのか？

どんな未来の事実と
欲求・価値観に
着目したのか



あるべきくらしを考えるための未来事業創研のアプローチ

2030年代の生活者の欲求2030年代の社会実態と課題

未来の
社会実態

未来の
生活者

インサイト

SDGs視点
＋

未来の事実

未来の欲求
＋

未来の価値観

持続可能な
あるべき
くらし

事業アイデア
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子育て環境の課題
↓

未来はどうあるべきか

親・子の現状
↓

本当はどうしたいのか

共働きが当たり前
ダメダメだらけの公園

元気に遊んでいるところを見たい
いろんな遊びをしたい



未来ライフピース No.03

共働きが当たり前の時代、街中センサーも当たり前
子どもの行動範囲はテクノロジーで安全を確保

未就学児・小学生の子と共働きの親（orシングル）

✓ 公園では子供たちだけで、自由にいろんな遊びをしている

✓ 「危ないからダメ」は無くなり、遊びで危険を学ぶ

✓ 新しい遊びを子供たちがどんどん生み出す

✓ 物理的に別々の場所にいても子供のことで不安にならない

その状況のおける行動・価値観

デジタル普及で一時は親による管理が進み、親の目を気にして委縮していたが

親の管理から解放され、子供たちは子供らしく自由に遊ぶことができる社会。

意味・意義

着目した未来の事実
• 女性の社会的地位、新しい家族の形
• 防犯×Tech
• 日本における格差（子供の貧困）

着目した未来の欲求・価値観
• 遊び心を持ちたい
• 挑戦したい
• 家庭生活、家族関係を今後充実したい

親も子も安心の外遊び

子どもサンクチュアリ
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Idea

公園見守りインフラ

視覚レス監視カメラ
＋

子どもID連動ライブストリーミング

Idea

不審者シャッター

身分証＝公園入場パス
＋

緊急避難用遊具

Idea

ノイキャンパーク

公園の外に音が漏れない
逆位相スピーカー

このくらしをつくるために必要な事業・サービスは？
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つくりたい未来が可視化できれば、

その未来を創出するための手段が考えられる。

「何をするか？」よりも「どんな未来にしたいか？」

便利が溢れてしまった世の中だから

価値を生み出すためにはVisionが重要だ。
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